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（アログリプチンは非糖尿病被験者において食後高脂血症
および食後血管内皮機能低下を改善する：予備報告）
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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

食後高脂血症は血管内皮機能を障害し、動脈硬化進展に関与している。我々は DPP-4 阻害

薬であるアログリプチンの食後高脂血症に及ぼす影響および食後血管内皮機能低下への効果

を検討した。健常ボランティア 10 人(男性 8 人、平均年齢 35 歳)を対象とし、アログリプチン

25mg/日を内服する群と内服しないコントロール群に分け、クロスオーバー法で行った。内服

1 週間経過後にクッキー負荷試験を行い、空腹時と負荷 2、4、6、8 時間後に血清脂質、apoB-48、
血糖、グルカゴン、インスリン、GLP-1 を測定し、血管内皮機能は血流依存性血管拡張反応

(FMD)を測定した。アログリプチンは食後の TG および apoB-48、RLP-C 上昇を有意に抑制し

た。GLP-1 はアログリプチン群で有意に上昇していた。食後血管内皮機能低下は apoB-48 お

よび RLP-C の最大変動幅と有意に相関していた。アログリプチンは食後血管内皮機能低下と

食後高脂血症を有意に改善し、動脈硬化進展を予防する可能性が示唆された。
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